
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

将来の北海道開発行政を担う人材の確保

北海道開発局ホームページへはこちらから。

北海道開発局長記者会見資料
令和４年４月１３日
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将来の北海道開発行政を担う人材の確保

・国土交通省北海道開発局は、約５０００人の職員等が関わる道内最大の国の行政機関として、道内の基幹と
なる社会資本の整備・維持管理、防災・災害対策、地域の振興等を総合的に担っています。

・国の行政改革に伴う数年間の採用停止・抑制期間がありましたが、2012年度から採用を再開し、2022年度
には約２００人の職員（事務職・技術職）の採用活動を予定しています。

・技術系女性職員の採用拡大にも積極的に取り組みます。

（参考）北海道開発局で一般行政事務に従事する常勤職員の年齢構成（2022.4.1)

河川の役割（治水・利水等）について子供たちに説明 大規模災害時に自治体支援のため出動

食・観光を支える
道路・港湾・農地整備等

事務室に
おける行政事務

■男性 ■女性

※詳細は北海道開発局ＨＰ
採用ページをご覧ください

事務職 約１，７００人 技術職 約２，６００人



北海道開発局新規採用職員数推移（過去２０ヵ年）
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※Ⅰ種・総合職試験採用の職員を除く。

(単位:人)

将来の北海道開発行政を担う人材の確保

国の行政改革に伴う
採用停止・抑制期間

採用再開後１１年目で通算８００人を超える職員を採用

（採用数は通算８４６人）

(2022.4.1現在)


